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202４年 ４月の活動 不忍池 定点観察 ４月２１日（日） 

 

  

202４年 ４月の臨時活動 谷中霊園ニリンソウ観察会 ４月６日（土） 

集合：午前１０時 JR 日暮里駅南口改札前 

緑の小旗あり 今回は小雨実施・雨天中止 

 中止の場合は当日朝ﾎー ﾑﾍﾟー ｼ゙ に掲載予定 

持物：筆記用具、雨具（双眼鏡、弁当、飲み 

物、敷物） 

注意：JR日暮里駅ホームから南口へ出る陸

橋（線路をまたぐ橋：跨線橋）は、4つある内

の１つだけですので、階段の表示で確かめて

ください。JR日暮里駅南口へは、山手線・京

浜東北線・常磐線ともプラットホームの鶯谷

寄り端より２番目の跨線橋へ階段（ｴｽｶﾚ ﾀーー ）で上がります。他の３つの跨線橋はプラットホーム

間の乗り換えまたは京成線乗り換え用または北口方面に接続し、南口には出られません。 

☆ニリンソウ生育地観察後は谷中霊園内を散策  ☆参加費不要 非会員の参加も歓迎 

☆日暮里駅南口近くの霊園内で解散予定12時ころ （盗掘を避けるため、現地地図未開示） 

しのばず自然観察会  事務局 〒110-0001 台東区谷中３－１－９ 小川潔 方 

１９７５年創立 電話 03－3828－8775   URL：http://sinobazu.extrem.ne.jp  

郵便振替 00100－8－84609 しのばず自然観察会 年会費 2,000円  

＊＊2023年以前の会費未納の方もお忘れなく！退会の場合は早めに葉書で事務局へ＊＊ 

集合：午前１０時 不忍池 蓮池南西端 

 緑の小旗あり（野外ステージ西側、湯島

天神下交差点寄り）  

今回は雨天中止 

中止の場合は当日朝ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙ に掲載予定 

持物：筆記用具、双眼鏡、飲み物、雨具 

（マスク、敷物、昼食、防寒衣） 

解散は午後１時頃ボート池畔または藤棚 

 参加費不要 非会員の参加も歓迎 
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不忍池定点観察202４年３月１0日（日）より 

晴れ上がった日曜日、10名が参加しました。イチョウの幹上で育った桜の花に期待して行っ

たのですが、１～２輪開いた花はあるものの、全体としては蕾の段階でした。ハンノキの雄花は

ほぼ落ち、今年の雌花が枝のあちらこちらについていました。コゴメイヌノフグリの白い花が健

在でした。ボート池の浚渫が済んで、からの筏が岸辺に浮いていました。蓮池の枯蓮刈りも終

わって、水面が広く見えました。 

確認した鳥：オナガガモ、キンクロハジロ、ホシハジロ、マガモ、カルガモ、カワセミ、ハクセキレ

イ、カワウ、アオサギ、ダイサギ、コサギ、カイツブリ、バン、オオバン、ユリカモメ、ウミネコ、ムクド

リ、ヒヨドリ、メジロ、シジュウカラ、ドバト、スズメ 

開花：オオイヌノフグリ、コゴメイヌノフグリ、雑種タンポポ、ノゲシ、ノボロギク、カンヒザクラ、カ

ワズザクラ、タイリョウザクラ、カタバミの仲間（紅色花で丸味のある葉）、カキツバタ？ 

谷中霊園のニリンソウ保護に向けて 

2023年春、谷中霊園にあるニリンソウ生育地の一つがコバンソウに覆われてしまいました。

2024年1月に小川潔が都立赤塚公園のニリンソウ保護活動を見学させていただき、3月

13日には「赤塚公園ニリンソウを守る会」の方々が谷中霊園のニリンソウを見にいらっしゃい

ました。それらを受けて、1６日に2名のしのばず自然観察会会員が緊急の草刈り・除草作業

を行いました。ニリンソウは既に葉が展開し始めていて、群落に踏み込んでの作業ができない

ので、群落の端から手や柄付鋏を伸ばして届く範囲で除草をしました。 

コバンソウは越年性一年草のようで、秋冬の間にタネから芽が伸び始めていました。、春にな

ると展葉期がニリンソウと重なって、ニリンソウを覆ってしまいます。それで、本来はニリンソウの

展葉期より前に除草・草刈りが必要です。ニリンソウの地上部が消える初夏以降の草刈りは、

ニリンソウの生育にはあまり影響はありませんが、かえってコバンソウのタネをばらまいてしま

うおそれもあり、

時期選びが必要

です。今回の緊

急除草の効果を

見ながら、再度

の除草や、冬か

ら次年の１～2

月に手作業によ

るコバンソウ除

去を計画したい

と思います。 

  

ニリンソウ生育地 ↑除草前（ｺﾊ゙ ﾝｿｳが伸びる） ↑除草後（手前側を除草） 
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３月１０日の観察会から 小川千恵子 

2024年3月10日9：０９ 

 真先にベンチを見る。前号で記した小さいアオサギも、餌をやっていた年配男性もいない。

（２月２８日１０時半頃には年配男性は別のベンチにいた） 

浮き橋へ。手前の草地にドバト７１羽、浮き橋床に7羽が丸くなっている。ホシハジロ雌 1

羽、雄4羽、丸くなって水面に浮く。 

水に設置されている筏の西から四つ目に、カワウが背を南に向けて両翼を大きく広げてい

る。ホシハジロ雄２羽． 

ひっくり返したボートの上のユリカモメに混じってウミネコ3羽。黄色の脚、黄色の嘴の先っ

ぽに黒帯と赤斑。左脚に２つ、右脚に１つの管を付けたユリカモメもいる。 

西の方へ戻って行くと、カワウが真上を東へ飛ぶ。お腹が白い！何？何故？眼の錯覚？ 

キンクロハジロ91羽、雌と雄の割合は1対10。 

コサギが鉢の手前にいて、くちばしをスッと水に入れて小魚をつかみ飲みこむ。 

集団で陸に上がっているユリカモメの中に、1羽、頭の先が黒くなっているのがいる。1羽だ

け早く夏羽へ？ 

大規模の浚渫は終わったらしく、オレンジ色の樽の浮きを8個つないだロープが小さい輪

を描いて、西岸に寄せてあるアルミの台につながれている。 

鳥のモニュメントと南の石垣の間の柳のそばの手すりの下に、オオイヌノフグリと白花のコゴ

メイヌノフグリが咲く。オナガガモ雌7羽と雄8羽が岸に上がっている。 

集合地から 

 目の前の枯蓮の下にダイサギ1羽。手前の草地にムクドリ9羽が歩きまわる。 

 交差点手前の銀杏の木の桜は蕾が赤くなっている。そろそろ咲きそう。 

 カンナの葉は茶色になった。菊は緑の葉。中にスイセンの花が咲く。周りにタチアオイの株。 

蓮池西の縁にコサギが下を向いて歩いている。 

 音楽堂の西、いつもは水が池に流れ込んでいるが、今日は出ていない。大きなコイ達もいな

い。 

 音楽堂のところで枯蓮の中にダイサギが見える。 

 今年は蓮を刈った面積が大きいせいか水面が広い。ユリカモメが群れで浮いている。池の

中に枯蓮の固まりが浮いていて、そこに2羽のユリカモメがのっている。 

 浮き橋入口でいつも見ていたガマ、アメリカセンダングサ、アシが無い！筏ごと全部無くなっ

た。枯蓮と一緒に一掃されてしまったのか？ 

 下町風俗資料館前あたりに、まだ咲いていない桜の木に名札が下がっている。バイゴジジュ

ズカケザクラ。カタカナを読むが？状態。漢字は梅護寺数珠掛桜。もう少し由来を知りたい。ど

んな花が咲くのか楽しみ。 

 カワズザクラ、タイリョウザクラは濃いピンクが薄い色に変わり、少し葉も出てきた。 
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 池に水が流れ込む手前（いつもいろいろな鳥に出会える）でアシの中にカワセミ。嘴が黒いの

で雄。アシの中からマガモ雌雄が出て来て北へ泳ぎ、弁天堂の南のアシ原の西へ飛んで行っ

た。アオサギ3羽がアシ原の中に透けて見える。 

 弁天堂参道手前に、大きいカタバミらしい葉の中に赤ピンクの筒状の花が咲いている。 

 弁天堂の参道に入った右の動物園池にダイサギが 1羽いる。その右手前にアオサギ、西の

方にもう 1羽アオサギが枯蓮の中に透けて見える（あとで潔に話すとアオサギは3羽いたとの

こと）。 

 大藤棚の手前（北）にカンヒザクラ５本が濃いピンク色で満開。藤棚南東の切られたソメイヨ

シノの切株傍から小枝が1本伸びていて、濃いピンクの桜花が咲く。カンヒザクラ？大藤棚の

南東にあったジュズダマの大きな株が薄茶色に枯れている。除草剤をまいたのか？ 

 大藤棚の手前の椿のあたりからアシ原を見ると、黒い鳥が泳ぐ。Ｈｅさんが「バン？」ときく

が、嘴の赤も白も確認できず？？？？大藤棚からアシ原にカワセミ、コサギが見え、双眼鏡で

見ている時に北のアシ原から先のバンらしい鳥と嘴先が赤いバンが一緒に出てきた。バンらし

い鳥は黒くて嘴先は赤くも白くもない。バンかオオバンの幼鳥？ 

手前のアシ原の根元に雌雄のマガモが丸くなって眠っている。別の雌が出てきて何度も鳴

く。アヒルみたいな声。そのあと雄マガモが出てきて、またアシ原に入り、鳴いていた雌もつい

て行ってしまう。 

弁天堂の出口手前西にカイツブリ。朝から時々鳴き声が響いていたがようやく会えた。 

橋の北、カワウの島方向にコサギ1羽。 

橋の南にカルガモ2羽が泳ぐ。ダイサギ1羽。 

落葉松の手前下のオシロイバナ群は全部無くなっている。抜かれたか？除草剤？ 

 ボート池の北、ひっくり返したボートあたりでアカミミガメが泳いでいるのを見た。今季初め

て。 

昼食後ひとりでもう一度蓮池に戻る。アシの茎にいるかも知れないビワコカタカイガラモドキ

を見つける為に。不忍池にもいた！太めの茎の中に。 

前回、ビワコカタカイガラモドキはアシの茎の中の白い部分を食べているんだと思ったのは

間違い。汁を吸っているとのこと。4月の観察会で実物をお見せできるかな？ 

ボート池の北側の浮き橋の北の水の中に鉢がある。その1つの鉢の枯れ草の中に、一輪の

紫のカキツバタ（？）が咲いているのを発見。 

・蓮池の浮き橋入口そばにあったガマ、アメリカセンダングサ、アシが育っていた筏が取り除か

れたのはショック。せっかく手で触れることのできるアシを続けて観て行こうと思っていたのに。

大藤棚南東のジュズダマの株 落羽松のところのオシロイバナも、全部消されてしまった。 

・蓮池のハスが刈られて水面が広く出て、水鳥が見易くなった。でも一方で、枯蓮が残されて

いて、隠れる所があるから鳥たちも安心して居られるのだと思う。他の蓮を育てている所でも、

ぜひ不忍池を見習ってほしい。 


